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＊特別養護老人ホーム湖水苑 TEL43-8955

＊認知症老人グループホーム湖水苑 TEL43-0032 ＊デイサービスセンター湖水苑 TEL43-8955

＊ケアサポート相生 TEL24-7733 ＊居宅介護支援事業所相生 TEL24-7737

＊サービス付き高齢者向け住宅ヴィラ湖水苑 TEL43-3950 ＊たいしゃ保育園 TEL53-2423

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湖
水
苑

施
設
長

吉
田
靖
一

日
頃
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

ご
利
用
頂
い
て
い
る
入
居
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
ご
家
族
・
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て

多
く
の
方
々
に
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湖
水
苑
が
定
員

八
十
名
・
全
室
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湖
水
苑
と
な
り
三

年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

我
々
が
目
標
と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に

は
未
だ
至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、

職
員
は
皆
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
当
法
人
の
運
営
理
念
に
あ
り
ま
す
『
地

域
の
人
々
と
の
共
生
』
『
入
居
者
様
の
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
の
努
力
』

『
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
生
き
生
き
と
し
た
生

活
環
境
の
創
造
』
を
念
頭
に
置
き
、
日
々

入
居
者
の
皆
様
の
支
援
を
行
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
職
員
一
同
、
『
入
居
者
の
皆

様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
を
継
続
し

て
頂
け
る
施
設
』
・
『
地
域
に
開
か
れ
た

施
設
』
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヴ
ィ
ラ
湖
水
苑施

設
長

大
國
裕
子

入
居
者
の
皆
様
・
ご
家
族
・
地
域
の

皆
様
並
び
に
事
業
所
・
行
政
等
関
係
各

位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
受
け

賜
り
無
事
に
新
年
度
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。ヴ

ィ
ラ
湖
水
苑
も
八
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
満
床
で
ご
利
用
者
様
も
毎

日
元
気
で
楽
し
く
お
過
ご
し
で
す
。
神

西
湖
を
御
一
人
で
眺
め
ら
れ
て
い
る
方

に
、
お
話
を
聴
く
と
、
見
て
い
る
だ
け

で
癒
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
の

出
を
楽
し
み
に
毎
日
そ
の
時
間
に
ホ
ー

ル
に
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
話
を
聞
き
、
朝
日
を
写
真
に

撮
っ
て
み
ま
し
た
。
日
の
出
と
と
も
に

太
陽
の
光
が
湖
に
映
り
、
光
の
帯
と
な

り
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
光
の
輝
き
を

増
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
眺
め
は
素

晴
ら
し
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
環
境
に
感
謝
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
信

頼
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
・

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

しまねいきいき雇用賞 受賞

た
い
し
ゃ
保
育
園

園
長

石
川
佳
照

こ
の
四
月
よ
り
、
た
い
し
ゃ
保
育
園
の

園
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
責

務
の
重
さ
を
感
じ
る
と
共
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

私
た
ち
た
い
し
ゃ
保
育
園
の
目
指
す
子

ど
も
像
は
、
「
元
気
に
あ
そ
ぶ
子
ど
も
」

「
友
達
と
仲
よ
く
す
る
子
ど
も
」
「
素
直

な
明
る
い
子
ど
も
」
「
や
さ
し
く
思
い
や

り
の
あ
る
子
ど
も
」
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
子
ど
も
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
発
達

過
程
を
踏
ま
え
、
成
長
に
沿
い
な
が
ら
、

地
域
特
性
や
自
然
環
境
を
生
か
し
た
保
育

を
展
開
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い

き
と
意
欲
的
に
生
活
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
今
年
度
は
、
昭
和
二
十
八
年

に
設
立
さ
れ
た
大
社
町
立
大
社
保
育
園
を

平
成
二
十
二
年
に
当
法
人
が
引
き
継
い
で

か
ら
、
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
無
限
の

可
能
性
を
大
き
く
伸
し
て
い
け
る
よ
う
、

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
ス
タ
ー
ト

３月１８～１９日に、新規採用職員研修を実施し

ました。「法人運営理念」「法令遵守」「接遇・マ

ナー」「リスクマネジメント」 などの講義や法人の

全事業所の見学を行いました。この研修を通して、

社会人としての第一歩がはじまりました。

また、壽光会では、平成２８年度よりエルダー制

度を取り入れています。エルダー制度とは、新規採

用職員に先輩職員（エルダー）が１対１で寄り添い、

新規採用職員が仕事や人間関係の悩みを気軽に相談

できる、精神的サポートに重点を置いた制度です。

１月３１日に、島根県庁においての表彰式で、「第

５回しまねいきいき雇用賞」を溝口善兵衛島根県知事

より受賞しました。しまねいきいき雇用賞とは、雇用

に関し優れた取り組みを推進している企業等を表彰し、

広く県民に周知することにより、県内企業等の魅力向

上・職場環境の整備・雇用の促進などに資することを

目的として平成２６年度に創設されました。この受賞

を機に、今後一層「人を支える仕事だからこそ、支え

る人を大事にしたい」という思いで魅力ある職場環境

を目指していきたいものです。

中岡綾音

保育園

保育士

三上華奈

特別養護老人ホーム

介護職員

引田雄峰

特別養護老人ホーム

介護職員

新入職員紹介

新規採用職員 エルダー

引田 雄峰 奥田 善道

三上 華奈 尾原 あすか

中岡 綾音 木村 紗英

新規採用職員研修及びエルダー制度

渡邊 常子

ヴィラ湖水苑

夜間専門員

三島寛子

特別養護老人ホーム

介護職員

廣澤 照江

本部栄養課

調理職員

人事異動

たいしゃ保育園 園長

石川佳照
３月３１日をもって、松本園長が

退職されました。お疲れ様でした。



３月２日に、ひなまつり・もちつき会を行いました。

保護者会役員さん、祖父母の方々にお手伝いをいただき、

青空の下でもちつきをはじめました。お米だった形から

すべすべのびーる餅に変身する様子や、もち米の炊き上

がったいい匂いに暖かい湯気など、いろいろなことを感

じた餅つきでした。手作りのひな人形たちも、お餅を前

に笑ったように見えました。

３月２３日に、平成３０年度修了式がありました。

今年度は２１名の園児が修了の日を迎えました。晴

れやかに巣立っていく子どもたちの姿を、誇らしく

嬉しく見送りました。これからも、子どもたち・保

護者の皆様が「健やかに・幸せに」過ごされますよ

う願っています。

ヴィラ湖水苑

グループホーム湖水苑 特別養護老人ホーム湖水苑

ケアサポート相生 デイサービス湖水苑

たいしゃ保育園

節分行事

島根県立大学 老年看護学実習

吉兆行事 修了式

外出支援

避難訓練

ひなまつり・もちつき会

出雲養護学校 地域サービス班との交流

２月２日に、吉兆行事を行いました。旧正月にあわせて、

馬場同志会の方と一緒に吉兆幡をたてて、出雲大社の出雲

大社教、出雲教にお参りに行っています。ぞう組はりりし

い番内や、吉兆太鼓にお囃子になり、きりん組・ぱんだ組

の牽く大太鼓、吉兆幡と共に歩きました。神門通りや参道

では、地域の人・観光客にたくさんの拍手をもらい、大社

の伝統行事を誇らしく感じることができました。

３月２４日に、毎年恒例の湖陵町区会連合会主

催による神西湖一斉清掃に、１３名の職員が参加

しました。湖水苑は神西湖畔にあることで、毎日

自然の恵みを享受させていただいています。これ

からも地域の方々と協力し、美しいふるさと湖陵

をみんなの手で守り続ける活動に取り組んでいき

たいと思います。

２月１５日に、今回は昼間の想定で避難訓練を行いまし

た。訓練を通して、入居者様の誘導方法・避難経路や消火

器の設置場所の再確認をしました。火災があった際に混乱

することなく速やかに対応できるように、入居者の方を含

め緊張感のある訓練を実施しました。今後もこのような訓

練や勉強会を積極的に行っていきたいと思います。

秋から春にかけて、島根県立大学看護栄養学部看護

学科の学生１２名が、老年看護学実習を行いました。

実習を通して、認知症高齢者とのコミュニケーション

技術を学ぶことを目的としております。作業やお菓子

作りなどを一緒に行うことにより、コミュニケーショ

ンを図りながら認知症高齢者との関わり方を学んでい

ます。

２月４日に、節分行事として、昼食に恵方巻きをご

利用者一人ひとりに作っていただきました。昔作って

おられた方も多く、とても手際よく作られました。今

年の方角の『東北東』に向いて、無病息災を願い美味

しく頂きました。

３月になり暖かくなったので、みなさんが心待ちに

しておられる外出を行いました。いちじく館・ゆめマー

ト・出雲ワイナリーなどに出かけ、楽しく気分転換を

しました。ゆめマートでは、館内をみて回られ、ご自

分の欲しい物や家族のための物を買われ、久しぶりに

買い物をされたと話される方もおられました。これか

らも積極的に外出支援をしたいと思います。

島根県立出雲養護学校では、平成２９年に高等部職業コース

に「地域サービス班」を新設しました。初年度は２名（今年度

は６名）でスタートし、この３月に初めて卒業生を迎えたので、

このたび２年間の取り組みを振り返ることにしました。人と関

わる力をつけることをねらいとし、湖水苑に月１度ぐらいのペー

スで訪れ、デイサービス利用者の方との交流や、特別養護老人

ホームの利用者の方のための昼食準備やベッドメイキングなど

を体験しています。当初は手探りの状態でしたが、活動を通し

て、毎回四季折々の壁画を学校で作成してきたものを展示した

り、湖水苑の職員が学校に訪れベッドメイキングの講義をする

など双方向の取り組みになりつつあります。１月１０日には、

デイサービスの管理者が学校に訪れ、「高齢者について知ろう」

というテーマで、高齢者の方の様子や普段のかかわりで大切に

していることなどの講義をしました。

２月１５日に、高齢者施設の職員を対象に、コンプライ

アンス研修を立花直明監事を講師に招き開催しました。

単調な仕事の繰り返しになりがちな中で、改めて法令遵

守の大切さを感じさせられました。特にＳＮＳが発達し

た昨今では毎日のように企業内での不祥事が起こってお

り、我々にとっても決して他人事ではないということを

肝に銘じなければならないと思いました。

コンプライアンス研修

２月６日に、島根県立出雲商業高等学校の商業科１年生（４０

名）が、県内の企業見学を通じて企業の実際の活動及び様々な仕

事や働き方などを体験的に学習することによって、生徒の社会的

関心や職業意識を高めることを目的として、湖水苑を見学されま

した。商業高校の卒業生で当法人に勤務する介護支援専門員・保

育士・栄養士・事務職員より、業務の内容・入社した理由・学生

時代に取り組んでいたらいいことなどを話しました。

「はじめは、どうしてよいかわかりま

せんでした。」でも、デイサービス利

用者の皆さんが喜んでくれたおかげで、

私も『次はこんなことがしたいな。』

と交流する日が楽しみになりました。

出雲商業高校 企業見学

神西湖一斉清掃


